
一
九
七

駒
澤
大
學
禪
硏
究
所
年
報
第
三
十
号　

二
〇
一
九
年
一
月

北
宗
禅
と
唐
代
社
会

―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―

通　
　
　
　
　

然

は
じ
め
に

　

中
国
の
禅
宗
は
、
一
般
に
道
信
（
五
八
〇
―
六
五
一
）、
弘
忍
（
六
〇
一
―
六
七
五
）
に
よ
る
東
山
法
門
を
直
接
的
な
母
胎
と
し
て
い
る
が
、
禅
宗
が
中

国
の
歴
史
の
上
に
初
め
て
一
宗
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
唐
の
中
期
の
こ
と
で
神
秀
（
六
〇
六
―
七
〇
六
）、
普
寂
（
六
五
一
―
七
三
九
）
に
代
表
さ
れ
る

北
宗
禅
で
あ
っ
た）

1
（

。
彼
ら
は
、
山
林
か
ら
唐
王
朝
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
長
安
、
洛
陽
と
い
う
両
京
へ
と
進
出
し
た
し
、
朝
廷
や
両
京

の
仏
教
界
の
帰
信
を
受
け
、
師
弟
二
人
が
﹁
両
京
の
法
主
、
三
帝
の
国
師
﹂）

2
（

と
尊
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
禅
宗
と
い
え
ば
、
こ
の
神
秀
、
普
寂
の

一
派
を
指
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、﹁
安
史
の
乱
の
影
響
﹂（
北
宗
が
依
存
し
た
中
央
政
権
の
混
乱
と
衰
退
）、﹁
南
宗
の
抬
頭
﹂（
神
会
の
北
宗
批
判
）、﹁
禅
院
と
し
て
独
立

し
得
な
か
っ
た
こ
と
﹂（
北
宗
禅
師
が
律
僧
と
同
じ
寺
院
に
住
し
た
こ
と
）
等
の
種
々
の
原
因
に
よ
っ
て
、北
宗
禅
は
八
世
紀
中
葉
か
ら
次
第
に
衰
え
て
い
っ

た）
3
（

。
九
世
紀
中
葉
に
な
る
と
、
会
昌
の
廃
仏
に
よ
っ
て
中
原
地
域
を
中
心
に
展
開
し
た
北
宗
禅
は
、
更
に
重
大
な
打
撃
を
受
け
て
歴
史
の
舞
台
か
ら
退
く

こ
と
に
な
っ
た）

4
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。
一
方
、山
林
仏
教
と
し
て
の
東
山
法
門
の
伝
統
を
継
承
し
た
南
宗
の
馬
祖
（
七
〇
九
―
七
八
八
）、石
頭
（
七
〇
〇
―
七
九
〇
）
の
二
系
は
、

地
方
に
根
を
張
っ
て
地
道
な
布
教
活
動
を
行
い
、
禅
宗
の
主
流
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
北
宗
禅
に
関
わ
る
記
載
は
、
後
世
の
各
灯
史
や
僧
伝
に
お
い
て

冷
遇
、
あ
る
い
は
無
視
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
敦
煌
文
献
、
日
本
や
朝
鮮
半
島
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
資
料
、
種
々
の
塔
銘
・
寺
碑
・
墓
誌
銘
な
ど
の
金
石
文
の
発
見
に
よ
っ
て
、
北
宗
禅
の

歴
史
と
思
想
の
解
明
が
進
ん
だ
。
中
で
も
北
宗
禅
の
人
々
の
伝
記
に
関
す
る
考
察
と
し
て
は
、
宇
井
伯
寿
氏
、
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
レ
ー
氏
の
研
究
な
ど
が
注

目
さ
れ
る）

5
（

。
た
だ
、
北
宗
禅
の
大
成
者
で
あ
る
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
な
お
検
討
す
べ
き
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
主



一
九
八

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

に
社
会
的
な
視
点
か
ら
、
普
寂
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
行
動
と
布
教
内
容
の
考
察
を
通
じ
て
、
嵩
洛
地
区
で
展
開
し
た
北
宗
禅
の
状
況
、
お
よ
び
当
時
の
社

会
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

一
、
普
寂
と
嵩
岳
寺

　

神
秀
の
後
継
者
、
普
寂
は
北
宗
禅
の
大
成
者
で
あ
り
、
北
宗
禅
を
研
究
す
る
際
に
は
ま
ず
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
。
彼
に
関
わ
る
記
載
は
、
主
に
﹃
楞

伽
師
資
記
﹄﹃
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
﹄﹃
大
照
禅
師
塔
銘
﹄﹃
旧
唐
書
﹄﹃
宋
高
僧
伝
﹄﹃
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
﹄﹃
第
七
祖
大
照
和
尚
寂
滅
日
斎
讃
文
﹄

な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
李
邕
（
六
七
八
―
七
四
七
）
が
撰
述
し
た
﹃
大
照
禅
師
塔
銘
﹄
が
最
も
詳
し
く
、
信
頼
で
き
る
第
一
次
資
料
と
言

え
る
。
な
お
、
普
寂
に
つ
い
て
は
、
既
に
田
中
良
昭
氏
に
﹁
大
照
禅
師
普
寂
に
つ
い
て
﹂
と
い
う
論
文
が
あ
る
が）

6
（

、
本
節
で
は
、
そ
こ
で
十
分
に
論
じ
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
普
寂
と
嵩
岳
寺
の
関
係
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
﹃
大
照
禅
師
塔
銘
﹄
に
よ
れ
ば
、
普
寂
が
正
式
に
嵩
岳
寺
に
編
入
さ
れ
た
の
は
、
長
安
年
間
（
七
〇
一
―
七
〇
四
）
に
荊
州
玉
泉
寺
の
神
秀
か
ら
印
可
を

得
た
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
前
か
ら
嵩
山
に
入
っ
て
﹁
隠
居
半
巌
、
布
褐
一
衣
、
麻
麦
一
食
﹂
の
頭
陀
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
垂
拱
四
年
（
六
八
八
）
に
東
都
の
惠
端
和
尚
に
受
具
し
、
南
泉
の
弘
景
和
尚
に
戒
律
を
学
ん
だ
後
、
法
如
が
入
寂
す
る
永
昌
元
年
（
六
八
九
）
ま

で
の
間
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
半
年
ほ
ど
間
に
、
嵩
岳
寺
を
含
む
山
内
の
諸
寺
を
尋
ね
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
、
普
寂
が
嵩
山
を
去
っ
た

理
由
に
つ
い
て
、﹃
大
照
禅
師
塔
銘
﹄
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

将
尋
少
林
法
如
禅
師
、
未
臻
止
居
、
已
承
往
化
、
追
攀
不
及
、
感
絶
無
時
。
芥
子
相
投
、
遇
之
莫
遂
、
甘
露
一
注
、
受
之
何
階
。
翌
日
、
遠
詣
玉
泉

大
通
和
上
、
膜
拜
披
露
、
涕
祈
諮
稟）
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。

　

普
寂
は
禅
に
志
し
、
法
如
に
参
じ
よ
う
と
し
て
少
林
寺
を
尋
ね
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
入
寂
を
聞
き
、
翌
日
に
は
神
秀
に
師
事
す
る
た
め
に
荊
州
玉
泉

寺
へ
と
向
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
杜
朏
（
生
没
年
未
詳
）
の
﹃
伝
法
宝
紀
﹄
に
は
、
法
如
が
入
寂
す
る
際
に
弟
子
た
ち
に
﹁
而
今
以
後
、
当
往
荊
州

玉
泉
寺
秀
禅
師
下
諮
稟）
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﹂
と
告
げ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
普
寂
の
行
動
は
こ
う
し
た
遺
言
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る）
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。
荊
州
で
の
修
学

期
間
、
神
秀
は
普
寂
に
﹃
思
益
﹄
と
﹃
楞
伽
﹄
を
禅
学
の
宗
要
と
し
て
示
し
、﹁
道
尚
秘
密
、
不
応
眩
曜
﹂
と
説
い
た
。
神
秀
に
師
事
し
た
七
年
目
の
万
歳



一
九
九

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

通
天
元
年
（
六
九
六
）、
普
寂
は
よ
う
や
く
印
可
を
得
、
神
秀
の
勧
め
に
従
っ
て
再
び
嵩
山
に
戻
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
経
緯
は
、﹃
大
照
禅
師
塔
銘
﹄
に
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

如
此
者
五
歳
、
約
令
看
思
益
、
次
楞
伽
、
因
而
告
曰
、
此
両
部
経
、
禅
学
所
宗
要
者
、
且
道
尚
秘
密
、
不
応
眩
曜
⋮
⋮
如
此
者
復
二
年
、
大
通
和
上

深
賞
重
之
。
人
未
之
蘭
若
、
今
将
自
之
、
大
通
止
曰
、
嵩
山
亦
好
。
至
於
再
、
諾
而
居
焉
。
長
安
年
、
度
編
岳
寺）
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。

　

こ
れ
に
関
し
て
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル
氏
は
、
神
秀
が
久
視
元
年
（
七
〇
〇
）
に
武
則
天
の
詔
に
応
じ
て
入
内
し
た
際
に
、
自
分
の
代
わ
り
に
普

寂
を
勧
め
た
が
、願
い
が
適
え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、普
寂
は
嵩
岳
寺
に
留
ま
っ
た
と
論
じ
て
い
る
が）
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、そ
の
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。﹃
旧
唐
書
﹄
に
﹁
久

視
中
、
則
天
召
神
秀
至
東
都
、
神
秀
因
薦
普
寂
乃
度
為
僧）
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﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
秀
が
武
則
天
に
推
薦
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
普
寂
が
得
度
で
き
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
が
、
神
秀
が
自
ら
の
代
わ
り
に
普
寂
を
入
内
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
神
秀
は
入
内
す

る
前
に
既
に
荊
州
を
発
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
宋
之
問
（
六
五
六
？
―
七
一
二
）
の
﹃
為
洛
下
諸
僧
請
法
事
迎
秀
禅
師
表
﹄
に
は
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

僧
某
等
言
、
某
聞
住
持
真
教
、
先
憑
帝
力
、
導
誘
将
来
、
遠
属
能
者
。
伏
見
日
月
敕
、
遣
使
迎
玉
泉
寺
僧
道
秀
。
陛
下
載
宏
仏
事
、
夢
寐
斯
人
、
語

程
指
期
、
朝
夕
詣
闕
。
此
僧
契
無
生
至
理
、
伝
東
山
妙
法
、
開
室
巌
居
、
年
過
九
十
、
形
彩
日
茂
、
宏
益
愈
深
。
両
京
学
徒
、
群
方
信
士
、
不
遠
千
里
、

同
赴
五
門
。
衣
鈸
魚
頡
於
草
堂
、
菴
廬
雁
行
於
邱
阜
、
雲
集
霧
委
、
虚
往
実
帰
。
隠
三
楚
之
窮
林
、
継
一
仏
而
揚
化
、
棲
山
好
遠
、
久
在
荊
南
、
与

国
有
縁
、
今
還
豫
北
。
九
江
道
俗
、
恋
之
如
父
母
、
三
河
士
女
、
仰
之
猶
山
岳
。
謂
宜
緇
徒
野
宿
、
法
事
郊
迎
、
若
使
軽
来
赴
都
、
遐
迩
失
望
。
威

儀
俗
尚
、
道
秀
所
忘
、
崇
敬
異
人
、
和
衆
之
願
。
倘
得
焚
香
以
遵
法
王
、
散
花
而
入
道
場
、
則
四
部
銜
恩
、
万
人
生
喜
。
無
任
懇
款
之
至
、
謹
詣
闕

奉
表
、
請
与
都
城
徒
衆
、
将
法
事
往
龍
門
、
迎
道
秀
以
聞
。
軽
触
天
威
、
伏
深
戦
越）
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。

　

神
秀
が
九
十
歳
前
後
で
故
郷
の
豫
北
（
河
南
省
北
部
）
に
帰
っ
た
際
に
、
両
京
の
仏
教
界
の
要
請
に
よ
っ
て
龍
門
に
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

六
〇
六
年
に
生
ま
れ
た
神
秀
の
九
十
歳
は
、
正
し
く
普
寂
が
荊
州
を
去
っ
た
六
九
六
年
に
当
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神
秀
が
普
寂
に
嵩
山
に
往
く
よ
う
に



二
〇
〇

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

勧
め
た
時
点
で
、
既
に
北
上
の
意
図
を
持
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
伊
吹
敦
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は
神
秀
の
同
門
の
慧
安
の
行

動
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る）

14
（

。
と
い
う
の
は
、
荊
州
の
出
身
で
あ
る
慧
安
と
豫
北
の
出
身
で
あ
る
神
秀
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
手
の
故
郷
で
布
教
を
行
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、
最
初
に
招
か
れ
て
入
内
し
た
慧
安
が
武
則
天
に
神
秀
を
推
薦
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
、
神
秀
が
慧
安
の
後
を
襲
っ

て
豫
北
に
移
っ
た
の
は
、
中
原
へ
の
進
出
を
念
頭
に
置
い
た
準
備
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
神
秀
が
普
寂
に
嵩
山

に
戻
る
こ
と
を
勧
め
た
理
由
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
普
寂
は
受
具
し
た
後
、
一
時
期
嵩
山
に
い
た
か
ら
、
そ
こ
に
土
地
勘
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

晩
年
の
神
秀
は
布
教
の
た
め
北
上
を
決
め
る
と
共
に
、
後
継
者
と
し
て
の
普
寂
、
そ
の
根
拠
地
と
し
て
の
嵩
岳
寺
に
期
待
し
、
普
寂
は
そ
れ
に
従
っ
た
。

　

現
存
す
る
文
献
に
拠
る
限
り
、
嵩
山
で
禅
宗
と
最
も
関
係
の
深
い
寺
院
は
、﹁
少
林
寺
﹂﹁
会
善
寺
﹂﹁
嵩
岳
寺
﹂
の
三
寺
で
あ
る）

15
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。
当
時
、
少
林
寺
と
会

善
寺
は
、
そ
れ
ぞ
れ
法
如
（
六
三
八
―
六
八
九
）
や
慧
安
（
六
〇
九
―
七
〇
八
）
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
。
法
如
の
少
林
寺
で
の
開
法
は
、

そ
の
入
寂
に
よ
っ
て
わ
ず
か
三
年
で
終
わ
っ
た
が
、
弟
子
た
ち
が
彼
を
記
念
す
る
た
め
建
立
し
た
﹃
唐
中
岳
沙
門
釈
法
如
禅
師
行
状
﹄
に
は
﹁
達
摩
―
慧

可
―
僧
璨
―
道
信
―
弘
忍
―
法
如
﹂
と
い
う
伝
法
の
系
譜
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
の
弟
子
た
ち
が
少
林
寺
を
拠
点
と
し
て
自
派
の
正
統
性
を
強
調

し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、慧
安
も
法
如
が
入
寂
し
た
直
後
に
嵩
山
に
入
っ
て
開
法
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
場
所
は
、慧
安
碑
銘
﹁
大

唐
嵩
山
会
善
寺
故
大
徳
道
安
禅
師
碑
并
序
﹂
の
題
目
か
ら
見
て
、
正
し
く
会
善
寺
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
は
、
普
寂
が
嵩
岳

寺
を
選
ん
だ
の
は
当
然
の
行
動
と
言
え
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
少
な
く
と
も
長
安
年
間
（
七
〇
一
―
七
〇
四
）
か
ら
開
元
十
三
年
（
七
二
五
）
ま
で
の
数
十
年
間
、
普
寂
は
嵩
岳
寺
を
中
心
に
布
教

を
行
っ
た
。
た
だ
、
晩
年
に
な
る
と
、
両
京
の
仏
教
界
の
注
目
を
集
め
、
東
都
洛
陽
の
敬
愛
寺
と
興
唐
寺
に
敕
住
し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
普
寂

の
生
涯
を
概
ね
次
の
二
つ
の
時
期
を
分
け
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
嵩
岳
寺
期
│
│
六
九
六
年
か
ら
七
二
五
年
ま
で

②
敬
愛
寺
・
興
唐
寺
期
│
│
七
二
五
か
ら
七
三
九
年
ま
で

　

た
だ
、
普
寂
は
、
敬
愛
寺
や
興
唐
寺
に
住
し
た
時
期
に
は
相
当
な
高
齢
に
な
っ
て
い
た
か
ら
、
普
寂
自
身
が
日
常
の
開
法
活
動
を
行
い
得
た
か
は
疑
問

で
あ
る
。
恐
ら
く
、
後
継
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
普
寂
の
主
要
な
弟
子
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
嵩



二
〇
一

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

岳
寺
期
の
入
門
者
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
敬
愛
寺
・
興
唐
寺
期
の
弟
子
は
、
普
寂
の
入
寂
後
は
後
継
者
の
宏
正
の
門
下
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
開
法
と
い
う
点
で
は
、
嵩
岳
寺
期
こ
そ
が
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
﹃
大
照
禅
師
塔
銘
﹄
に
よ
れ
ば
、普
寂
が
入
寂
す
る
前
に
門
人
た
ち
に
﹁
吾
久
居
山
水
、縁
亦
在
焉
﹂
と
説
き
、ま
た
、神
異
の
出
現
を
河
南
伊
裴
寬
（
六
七
九

―
七
五
四
）
が
皇
帝
に
上
奏
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
、
普
寂
は
﹁
本
居
﹂（
嵩
岳
寺
）
に
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

16
（

。
ま
た
、
王
維
（
七
〇
一
―

七
六
一
）
の
﹃
為
舜
闍
黎
謝
御
題
大
通
大
照
和
尚
塔
額
表）

17
（

﹄、
儲
光
羲
（
七
〇
七
―
七
六
〇
）
の
﹃
至
岳
寺
即
大
通
大
照
禅
塔
上
温
上
人）

18
（

﹄
に
よ
っ
て
、
そ

の
師
の
神
秀
の
塔
碑
も
嵩
岳
寺
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
李
邕
の
﹃
嵩
岳
寺
碑
﹄
に
よ
れ
ば
、
普
寂
が
自
派
の
正
統
性
を
強
調
す
る
た
め
﹁
達
摩

―
慧
可
―
僧
璨
―
道
信
―
弘
忍
―
神
秀
―
普
寂
﹂
と
す
る
新
た
な
伝
法
の
系
譜
を
唱
え
、
神
秀
の
十
三
級
の
浮
図
（
塔
）
を
建
て
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
し

た
の
で
あ
る
と
い
う）

19
（

。
こ
の
よ
う
に
普
寂
が
嵩
岳
寺
を
自
派
の
布
教
の
根
拠
地
と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
は
、
嵩
岳
寺
が
北
宗
禅
の
祖
庭
と
し
て
の

地
位
を
築
く
上
で
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。

二
、
普
寂
が
嵩
岳
寺
に
住
し
た
開
法

　

北
宗
禅
は
神
秀
を
開
祖
と
す
る
が
、
神
秀
が
勅
命
に
よ
っ
て
入
内
し
た
時
は
、
百
歳
に
近
い
高
齢
で
あ
り
、
五
年
後
の
神
竜
二
年
（
七
〇
六
）
に
は
入

寂
し
た
か
ら
、中
原
地
域
で
の
布
教
は
十
分
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、普
寂
の
時
代
に
な
る
と
、北
宗
禅
は
広
い
範
囲
に
伝
播
し
た）

20
（

。
独
孤
及（
七
二
五

―
七
七
七
）
が
撰
述
し
た
﹃
故
鏡
智
禅
師
塔
銘
﹄
に
﹁
公
之
門
徒
万
、
升
堂
者
六
十
有
三）

21
（

﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
十
年
間
に
及
ぶ
布
教
活
動
の
間
に
、
普

寂
は
多
く
の
優
れ
た
弟
子
を
育
て
、
禅
宗
が
広
ま
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
普
寂
の
弟
子
た
ち
に
関
わ
る
記
載
は
、
現
存
史
料
の
中
で
は
名
の
み
を
留
め
る
人
が
多
く
、
ま
た
、
多
く
の
誤
り
が
認
め
ら
れ
る
。
先
行
研

究
を
補
正
し
つ
つ
、
普
寂
の
弟
子
た
ち
と
そ
の
基
本
的
情
報
を
一
覧
の
形
に
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

№

人
名
（
生
没
年
）

所
在
寺
院

﹃
伝
灯
録
﹄
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
塔
銘

所　

載

１

宏　

正
（
未
詳
）

聖
善
寺
（
河
南
省
・
洛
陽
市
）

×

×

×

注
：
後
の
宏
正
の
項
を
参
考
。

２

法　

雲
（
？
―
766
）
天
郷
寺
（
江
蘇
省
・
鎮
江
市
）

×

×

○
﹃
全
唐
文
﹄
320



二
〇
二

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

３

道　

璿
（
702
―
760
）
大
安
寺
・
比
蘇
寺
（
日
本
の
南
都
・
吉
野
）

×

×

×

注
：
伝
記
が
あ
り
、
後
の
道
璿
の
項
を
参
考
。

４

志　

空
（
未
詳
）

所
在
不
明

×

×

×

注
：
後
の
志
空
の
項
を
参
考
。

５

同　

光
（
700
―
770
）
少
林
寺
（
河
南
省
・
鄭
州
市
）

×

×

○
﹃
全
唐
文
﹄
441

６

一　

行
（
683
―
727
）
嵩
陽
寺
（
河
南
省
に
あ
る
）

○

○

×
﹃
大
正
蔵
﹄
50
（732c07

―733c24

）

７

慧　

空
（
669
―
773
）
広
福
寺
（
河
南
省
・
洛
陽
市
）

○

○

×
﹃
大
正
蔵
﹄
50
（765b08

―19

）

８

恒　

月
（
702
―
780
）
翠
微
院
（
湖
南
省
に
あ
る
）

○

○

×
﹃
大
正
蔵
﹄
50
（771a17

―25

）

９

真　

亮
（
701
―
788
）
広
愛
寺
（
河
南
省
・
洛
陽
市
）

○

○

×
﹃
大
正
蔵
﹄
50
（771a25

―771b07

）

10

明　

瓉　
（
未
詳
）
南
岳
寺
（
湖
南
省
に
あ
る
）

○

○

×
﹃
大
正
蔵
﹄
50
（834a08

―834b17

）

11

霊　

著
（
691
―
746
）
大
安
国
寺
楞
伽
経
院
（
河
南
省
・
洛
陽
市
）

×

○

×
﹃
大
正
蔵
﹄
50
（761b13

―761c15

）

12

思　

公
（
701
―
784
）
寺
名
不
明
（
湖
北
省
に
あ
る
）

○

○

×
﹃
大
正
蔵
﹄
50
（771b08

―25

）

13

曇　

真
（
704
―
763
）
敬
愛
寺
（
河
南
省
・
洛
陽
市
）

○

×

○
﹃
全
唐
文
﹄
370

14

常　

超
（
705
―
763
）
寺
名
不
明
（
河
南
省
に
あ
る
）

○

×

○
﹃
全
唐
文
﹄
316

15

法　

玩
（
715
―
790
）
敬
愛
寺
（
河
南
省
・
洛
陽
市
）

×

×

○
﹃
金
石
補
正
﹄
66

16

石　

蔵
（
718
―
800
）
定
真
院
（
河
北
省
に
あ
る
）

○

○

×
﹃
大
正
蔵
﹄
50
（771b26

―771c08

）

17

乗　

如
（
698
―
768
）
大
安
国
寺
（
河
南
省
に
あ
る
）

×

○

○

注
：
後
の
乗
如
の
項
を
参
考
。

　

右
の
図
表
に
見
る
よ
う
に
、
十
七
名
の
弟
子
の
う
ち
、﹃
景
徳
伝
灯
録
﹄
に
九
人
の
名
、﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
九
人
の
伝
記
が
あ
り
、
六
人
に
は
塔
銘
が
存

在
す
る
が
、﹁
宏
正
﹂
と
﹁
志
空
﹂
の
み
は
、﹃
景
徳
伝
灯
録
﹄
に
も
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
も
記
載
が
な
く
、
塔
銘
も
残
っ
て
い
な
い
が
、
他
の
資
料
の
わ
ず

か
な
記
載
に
よ
っ
て
こ
の
二
人
が
普
寂
の
最
も
重
要
な
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、﹁
法
雲
﹂﹁
道
璿
﹂﹁
同
光
﹂﹁
法
玩
﹂
な
ど
も
﹃
景
徳



二
〇
三

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

伝
灯
録
﹄
と
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幸
い
に
塔
銘
や
伝
記
資
料
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
更
に
、﹁
乗
如
﹂
に
つ
い
て
は
、﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に

伝
記
が
あ
る
が
、
普
寂
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い）

22
（

。
つ
ま
り
、
普
寂
の
直
弟
子
で
北
宗
禅
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
人
物
の

多
く
が
、
後
世
の
各
灯
史
や
僧
伝
で
は
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
お
い
て
、
彼
ら
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
簡
単
な
紹
介
を
し
て
お
こ
う
。

　

宏
正
：
李
華
（
七
一
五
―
七
六
六
）
の
﹃
故
左
溪
大
師
碑）

23
（

﹄、
独
孤
及
の
﹃
故
鏡
智
禅
師
碑
銘）

24
（

﹄
に
は
、
宏
正
が
普
寂
の
後
継
者
で
あ
り
、
北
宗
禅
の
第

八
祖
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
更
に
﹃
第
七
祖
大
照
和
尚
寂
滅
日
斎
讃
文
﹄
で
は
﹁
禅
師
代
家
相
魏
、
訪
道
伊
洛
、
創
頭
大
照
和
尚
、
了
一
心
源
、
並
依
弘
（
宏
）

正
導
師
、
開
五
方
便）

25
（

﹂
と
あ
り
、﹁
宏
正
﹂
と
﹁
普
寂
﹂
が
対
等
の
地
位
に
置
か
れ
、﹁
導
師
﹂
と
尊
称
さ
れ
て
い
る
。
文
中
に
言
及
さ
れ
る
﹁
五
方
便
﹂
は
、

北
宗
の
開
法
の
際
に
用
い
ら
れ
た
重
要
な
文
献
で
あ
る）

26
（

。
ま
た
、﹃
東
京
大
敬
愛
寺
大
証
禅
師
碑
﹄
に
よ
る
と
、曇
真
は
﹁
詣
長
老
大
照
、醒
迷
解
縛
﹂
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
が
、﹁
始
自
達
摩
⋮
⋮
大
通
伝
大
照
、
大
照
伝
広
徳
（
宏
正）

27
（

）、
広
徳
伝
大
師
（
曇
真
）﹂
と
す
る
伝
法
の
系
譜
を
説
き
、
彼
を
宏
正
の
弟
子
、

北
宗
の
第
九
祖
に
位
置
づ
け
て
い
る）

28
（

。
李
華
の
﹃
故
中
岳
越
禅
師
塔
記
﹄
に
﹁
発
定
光
於
大
照
大
師
、
垂
惠
用
於
聖
善
和
上
﹂
と
あ
る
常
超
は
、
普
寂
に

参
謁
し
た
後
に
宏
正
の
門
下
に
入
っ
た）

29
（

。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
判
断
す
る
と
、
宏
正
は
普
寂
在
世
中
か
ら
普
寂
に
代
わ
っ
て
開
法
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
、
ま
た
、
彼
の
北
宗
に
お
け
る
重
要
な
地
位
を
窺
わ
し
め
る
。

　

法
雲
：﹃
潤
州
天
郷
寺
故
大
德
雲
禅
師
碑）

30
（

﹄
に
よ
れ
ば
、
法
雲
は
神
竜
年
間
（
七
〇
五
―
七
〇
七
）
に
出
家
し
、
景
竜
年
間
（
七
〇
七
―
七
〇
九
）
に
竜

興
寺
元
昶
律
師
の
も
と
で
受
具
し
た
後
、
鶴
林
絢
律
師
と
共
に
﹁
偕
往
嵩
潁
、
求
法
於
大
照
和
尚
﹂
で
あ
っ
た
と
い
う
。
法
雲
は
永
泰
二
年
（
七
六
六
）
に

世
寿
八
十
余
歳
で
入
寂
し
た
か
ら
、
彼
が
師
事
し
た
の
は
普
寂
が
嵩
岳
寺
に
編
入
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
法
雲
は
最

も
早
い
時
期
の
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
普
寂
の
弟
子
の
多
く
が
中
原
地
域
で
活
躍
し
た
の
に
対
し
て
、
法
雲
は
江
南
一
帯
で
開
法
を
行
っ
た
。

碑
銘
に
﹁
由
是
江
表
禅
教
、
有
大
照
之
宗
焉
⋮
⋮
緇
素
皆
以
天
郷
為
中
路
之
化
城
也
﹂
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
宗
禅
を
南
方
で
広
め
る
上
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

道
璿
：
最
澄
（
七
六
七
―
八
二
二
）
の
﹃
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜）

31
（

﹄
に
よ
れ
ば
、道
璿
は
普
寂
の
入
寂
す
る
三
年
前
、天
平
五
年
（
七
三
六
）
に
鑑
真
（
六
八
八

―
七
六
三
）
に
先
立
っ
て
戒
律
を
伝
え
る
た
め
日
本
に
招
か
れ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
弟
子
の
行
表
（
七
二
二
―
七
九
七
）
を
通
じ
て
、
日
本
天
台
宗
の

開
祖
、
最
澄
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
こ
の
事
実
、
な
ら
び
に
彼
が
多
く
の
﹃
華
厳
経
﹄
関
係
の
章
疏
を
齎
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多

く
の
学
者
は
道
璿
を
天
台
、
華
厳
学
の
大
家
と
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
伊
吹
敦
氏
は
、
近
年
い
く
つ
か
の
論
考
を
発
表
し
、
新
た
な
知
見
を
提
出
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普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

し
た）

32
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、
道
璿
は
北
宗
禅
の
伝
統
を
継
承
す
る
普
寂
の
重
要
な
弟
子
の
一
人
で
あ
り
、
普
寂
と
同
様
、
都
市
と
山
林
の
間
を
往
来
し
つ
つ

布
教
と
指
導
を
行
っ
て
、
北
宗
禅
を
日
本
で
広
め
る
た
め
に
尽
力
し
た
と
い
う
。

　

志
空
：
伝
記
資
料
は
現
存
し
な
い
が
、
金
献
貞
（
生
没
年
未
詳
）
が
撰
述
し
た
﹃
海
東
故
神
行
禅
師
之
碑
並
序）

33
（

﹄
に
よ
れ
ば
、
韓
国
の
神
行
（
七
〇
四

―
七
七
九
）
が
か
つ
て
志
空
に
師
事
し
た
が
、
志
空
は
﹁
大
照
禅
師
之
入
室
﹂
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
志
空
も
普
寂
の
重
要
な
弟
子
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
神
行
が
志
空
の
も
と
で
禅
を
学
ん
で
帰
国
し
た
後
、主
に
韓
国
の
鶏
林
（
今
の
韓
国
慶
州
市
）
で
布
教
活
動
を
行
っ
た
。
塔
銘
に
﹁
為

道
根
者
、
誨
以
看
心
一
言
、
為
熟
器
者
、
示
以
方
便
多
門
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
宗
禅
の
思
想
が
神
行
に
強
い
影
響
を
与
え
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、﹁
観
心
﹂
や
﹁
方
便
門
（
五
方
便
）﹂
は
北
宗
禅
の
人
々
が
布
教
に
あ
た
っ
て
よ
く
用
い
た
方
法
で
あ
る
。
志
空
は
道
璿
の
よ
う
に

外
国
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
弟
子
の
神
行
を
通
じ
て
北
宗
禅
を
朝
鮮
半
島
に
伝
え
た
と
い
う
点
で
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

　

同
光
：﹃
唐
少
林
寺
同
光
禅
師
塔
銘）

34
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﹄
に
よ
れ
ば
、
同
光
は
開
元
十
四
年
（
七
二
六
）
に
出
家
・
受
具
し
て
﹁
以
修
行
之
本
、
莫
大
於
律
儀
、
究
竟
之
心
、

須
終
於
禅
寂
﹂
と
感
嘆
し
た
後
、
普
寂
の
門
下
に
入
っ
た
。
塔
銘
に
﹁
帰
心
禅
祖
大
照
、
屡
蒙
授
記
、
許
為
人
師
、
及
大
照
遷
神
、
敬
終
恆
礼
﹂
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
光
は
開
元
十
四
年
か
ら
開
元
二
十
七
年
ま
で
の
十
四
年
間
に
ず
っ
と
普
寂
の
左
右
に
仕
え
た
。
普
寂
が
入
寂
し
た
後
、
彼
は
嵩
山
と
荊
州

を
往
復
し
て
開
法
を
行
い
、
三
十
人
が
悟
り
に
至
っ
た
。
彼
の
塔
銘
の
名
称
か
ら
す
る
と
、
同
光
は
少
林
寺
に
住
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
普
寂
の
弟
子

の
時
代
に
な
る
と
、
少
林
寺
も
普
寂
系
の
人
々
が
住
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

法
玩
：
李
充（
生
没
年
未
詳
）が
撰
述
し
た﹃
大
唐
東
都
敬
愛
寺
故
開
法
臨
壇
大
徳
法
玩
禅
師
塔
銘
并
序）

35
（

﹄に
よ
れ
ば
、法
玩
は
開
元
二
十
年（
七
三
二
）、十
八

歳
の
時
、
普
寂
が
興
唐
寺
に
住
し
た
時
期
に
そ
の
門
下
と
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
普
寂
の
晩
年
の
弟
子
で
あ
る
。
塔
銘
に
﹁
以
戒
律
摂
忘
行
、
以
禅
寂
滅

諸
相
﹂﹁
或
居
嵩
高
、
或
住
洛
邑
﹂
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
玩
も
同
じ
く
普
寂
の
﹁
禅
律
一
致）

36
（

﹂
の
思
想
と
、
都
市
と
山
林
を
往
復
す
る
布
教
形
態
を

継
承
し
た
。
法
玩
が
入
寂
し
た
時
、﹁
少
林
寺
﹂﹁
敬
愛
寺
﹂﹁
会
善
寺
﹂﹁
永
泰
寺
﹂﹁
嵩
岳
寺
﹂﹁
善
才
寺
﹂﹁
修
行
寺
﹂﹁
寧
剎
寺
﹂﹁
安
国
寺
﹂
と
い
う
九

寺
の
三
十
九
人
が
弔
問
に
訪
れ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
こ
か
ら
も
法
玩
の
影
響
力
と
北
宗
に
お
け
る
重
要
な
地
位
が
窺
え
る
。

　

乗
如
：﹃
䔥
和
尚
霊
塔
銘
﹄
に
﹁
学
於
□
□
大
照
長
老
﹂
と
あ
り
、﹃
皇
唐
両
京
故
大
徳
乗
如
和
尚
碑
陰
記
﹄
に
﹁
問
心
地
於
□
□
寂
公）

37
（

﹂
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
乗
如
が
普
寂
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
は
乗
如
を
安
国
寺
の
僧
と
し
て
記
し
て
い
る
が
、﹃
会
善
寺
戒
壇
牒）

38
（

﹄
に

乗
如
の
尽
力
で
会
善
寺
に
戒
壇
が
設
置
さ
れ
、
彼
が
毎
年
会
善
寺
で
戒
律
を
講
じ
た
こ
と
、
彼
の
塔
銘
が
そ
こ
に
安
置
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

﹁
普
寂
﹂﹁
道
璿
﹂﹁
法
玩
﹂
ら
と
同
様
、
都
市
と
山
林
に
往
復
す
る
布
教
形
態
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
安
国
寺
に
住
し
た
乗
如
が
最
終
的
に
は
嵩
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山
の
会
善
寺
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
点
は
普
寂
と
も
一
致
し
、
ま
た
、
彼
の
存
在
は
、
普
寂
の
弟
子
の
時
代
に
は
会
善
寺
も
普
寂
系
の
住
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
こ
と
を
示
す
と
い
う
点
で
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
七
人
は
す
べ
て
普
寂
の
最
も
重
要
な
弟
子
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
﹁
礼
寂
為
師
、
出
家
剃
染）

39
（

﹂
と
あ
る
﹁
一
行
﹂
も
、
普

寂
の
剃
度
の
弟
子
と
認
め
ら
れ
る
が
、
彼
の
思
想
に
対
す
る
普
寂
の
影
響
は
必
ず
し
も
大
き
な
も
の
で
は
な
い
の
で
、
重
要
な
弟
子
と
は
言
い
難
い
。

　

普
寂
の
弟
子
の
多
く
、例
え
ば
、﹁
慧
空）

40
（

﹂﹁
真
亮）

41
（

﹂﹁
恒
月）

42
（

﹂﹁
明
瓉）

43
（

﹂
な
ど
は
、嵩
岳
寺
期
に
普
寂
に
師
事
し
た
が
、﹁
同
光
﹂﹁
霊
著）

44
（

﹂﹁
思
公）

45
（

﹂
な
ど
は
、

敬
愛
寺
・
興
唐
寺
期
に
師
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、﹃
宋
高
僧
伝
﹄
の
﹁
唐
中
岳
嵩
陽
寺
一
行
伝
﹂
に
は
、
一
行
が
入
寂
（
七
二
七
年
）
す
る
前
に
﹁
東

来
嵩
山
、
謁
礼
本
師）

46
（

﹂
と
あ
る
か
ら
、
普
寂
は
敬
愛
寺
に
住
し
た
後
も
一
時
的
に
嵩
岳
寺
に
戻
る
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
弟

子
も
普
寂
が
一
時
的
に
嵩
岳
寺
に
戻
っ
て
い
た
際
に
師
事
し
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
ご
と
く
で
あ
る
。
更
に
、﹁
法
玩）

47
（

﹂﹁
石
蔵）

48
（

﹂
な
ど
の
普
寂
最
晩

年
の
弟
子
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
修
行
上
の
指
導
を
後
継
者
の
宏
正
に
委
ね
て
い
た
可
能
性
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
名
の
み
を
留
め
る
普
寂
の

弟
子
と
し
て
は
、﹁
勝
縁
﹂﹁
慧
遠
﹂﹁
崇
泰
﹂﹁
曇
慶
﹂﹁
絢
律
師
﹂﹁
澄
禅
師
﹂﹁
慧
光
﹂﹁
承
威
﹂﹁
智
旻
﹂﹁
霊
辯
﹂
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が）

49
（

、
そ
れ
以
外

は
一
切
不
明
で
あ
る
。

三
、
敬
愛
寺
と
興
唐
寺
に
お
け
る
普
寂
の
開
法

　

普
寂
は
嵩
岳
寺
で
の
布
教
活
動
に
よ
っ
て
朝
廷
と
両
京
の
仏
教
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開
元
十
三
年
（
七
二
五
）、
洛
陽
の
敬
愛
寺
に
敕
住

し
た
。
二
年
後
、
玄
宗
は
西
京
に
行
幸
す
る
際
に
普
寂
を
興
唐
寺
に
移
し
た
。
普
寂
の
帝
都
で
の
布
教
の
開
始
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
﹃
大
照
禅
師
塔
銘
﹄

は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

開
元
十
三
年
、
恩
詔
屈
於
敬
愛
寺
宴
坐
、
逮
十
五
年
、
皇
上
将
幸
於
京
師
也
。
優
詔
曰
、
慎
言
義
福
宜
従
駕
、
和
上
留
都
興
唐
寺
安
置
。
由
是
法
雲

遍
雨
、
在
其
根
茎
、
妙
音
尽
聞
、
惟
所
囲
繞
、
其
始
也
⋮
⋮
是
故
聞
者
斯
来
、
得
者
斯
止
、
自
南
自
北
、
若
天
若
人
。
或
宿
将
重
臣
、
或
賢
王
愛
主
、

或
地
連
金
屋
、
或
家
蓄
銅
山
、
皆
轂
擊
肩
摩
、
陸
聚
水
咽
、
花
蓋
拂
日
、
玉
帛
盈
庭）

50
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
普
寂
が
帝
都
で
の
布
教
の
中
心
は
出
家
で
は
な
く
、﹁
宿
將
重
臣
﹂﹁
賢
王
愛
主
﹂
な
ど
の
在
家
信
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
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点
は
、
普
寂
の
著
作
と
見
ら
れ
る
﹃
大
乗
無
生
方
便
門
﹄
や
﹃
観
心
論
﹄
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る）

51
（

。
で
は
、
普
寂
と
弟
子
た
ち
は
、
在
家
信
者
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
形
式
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
て
布
教
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、﹃
大
乗
無
生
方
便
門
﹄
が
﹁
授
菩
薩
戒
儀
﹂
を
冒
頭
に
置

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
在
家
信
者
に
禅
を
伝
え
る
前
に
菩
薩
戒
を
授
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

①
各
各
䠒
跪
合
掌
、
当
教
令
発
四
弘
誓
願
。（
略
）

②
次
請
十
方
諸
仏
為
和
尚
等
、
次
請
三
世
諸
仏
菩
薩
等
。

③
次
教
受
三
帰
。

④
次
問
五
能
。（
略
）

⑤
次
各
称
已
名
、
懺
悔
罪
言
。
過
去
未
来
及
現
在
、
身
口
意
業
十
悪
罪
。（
略
）

⑥ 

汝
等
懺
悔
竟
。
三
業
清
浄
、
如
浄
瑠
璃
、
内
外
明
徹
、
堪
受
浄
戒
。
菩
薩
戒
是
持
心
戒
、
以
仏
性
為
戒
性
、
心
瞥
起
即
違
仏
性
、
是
破
菩
薩
戒
、

護
持
心
不
起
即
順
仏
性
、
是
持
菩
薩
戒
。
三
説

⑦
次
各
令
結
跏
趺
坐
。
同
仏
子
心
湛
然
不
動
是
沒
、
言
浄
。
仏
子
、
諸
仏
如
来
有
入
道
大
方
便
、
一
念
浄
心
、
頓
超
仏
地）

52
（

。

　

つ
ま
り
、﹃
大
乗
無
生
方
便
門
﹄
で
は
、﹁
発
願
﹂﹁
請
聖
﹂﹁
受
三
帰
﹂﹁
問
五
能
﹂﹁
懺
悔
﹂﹁
正
受
﹂﹁
坐
禅
﹂
な
ど
七
つ
の
項
目
を
在
家
信
者
に
対
す

る
開
法
の
儀
軌
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
菩
薩
戒
の
伝
授
は
隋
唐
時
代
に
大
流
行
し
、
禅
宗
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
。
浄
覚
（
六
八
三
―
七
五
〇
）
が
撰

述
し
た
﹃
楞
伽
師
資
記
﹄
に
は
、
四
祖
道
信
が
﹁
有
菩
薩
戒
法
一
本
、
及
制
入
道
安
心
要
方
便
法
門
、
為
有
縁
根
熟
者
、
説
我
此
法）

53
（

﹂
と
あ
る
。
現
在
、
道

信
の
﹃
菩
薩
戒
法
﹄
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
南
宗
系
の
﹃
六
祖
壇
経
﹄
や
神
会
（
六
八
四
―
七
八
五
）
の
﹃
壇
語
﹄
に
﹁
授
菩
薩
戒
儀
﹂
の
内
容
が
見

ら
れ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
伝
統
が
少
な
く
と
も
四
祖
道
信
に
よ
る
東
山
法
門
の
時
代
に
ま
で
遡
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

54
（

。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、﹃
大
乗
無
生
方
便
門
﹄
の
﹁
授
菩
薩
戒
儀
﹂
で
⑥
﹁
仏
性
﹂
を
﹁
戒
性
﹂
と
し
、﹁
心
﹂
の
起
動
の
有
無
に
よ
っ
て

仏
性
の
違
順
や
菩
薩
戒
の
持
犯
を
判
断
す
る
こ
と
、
⑦
﹁
入
道
﹂
や
﹁
頓
超
仏
地
﹂
の
方
法
を
す
べ
て
﹁
浄
心
﹂
に
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
修
行
理
論
は
、﹃
観
心
論
﹄
に
お
い
て
も
一
貫
し
て
い
る
。﹃
観
心
論
﹄
の
冒
頭
で
は
、
仏
道
を
求
め
る
に
は
い
か
な
る
法
を
修
め
る
の
が
最
も

重
要
で
あ
る
か
と
問
い
、﹁
た
だ
観
心
の
一
法
が
諸
法
を
お
さ
め
、
最
も
省
要
と
な
す
﹂
と
答
え
る
。
一
法
が
諸
法
を
包
摂
す
る
の
は
、
心
が
万
法
の
根
本



二
〇
七

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

で
あ
り
、
一
切
の
諸
法
は
心
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
心
を
明
ら
か
に
す
る
な
ら
ば
万
法
と
も
に
備
わ
る
の
で
あ
る
と
す
る
。
続
い
て
﹃
観
心
論
﹄

で
は
、﹁
心
﹂
を
﹁
浄
心
﹂（
真
如
無
漏
）
と
﹁
染
心
﹂（
有
漏
無
明
）
の
二
つ
に
分
け
て
、﹁
浄
心
﹂
こ
そ
﹁
遠
離
諸
苦
﹂﹁
証
涅
槃
楽
﹂
の
善
因
で
あ
る
と
し
、

こ
れ
を
基
礎
に
﹁
菩
薩
戒
﹂
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

又
問
、
菩
薩
摩
訶
薩
由
持
三
聚
浄
戒
、
行
六
波
羅
蜜
、
方
成
仏
道
。
今
令
学
者
、
唯
只
観
心
、
不
修
戒
行
、
云
何
成
仏
。

答
曰
、
三
聚
浄
戒
者
、
則
離
三
毒
心
、
成
無
量
善
。
聚
者
会
也
。
以
制
三
毒
、
即
有
三
無
碍
（
量
）
善
、
普
会
於
心
、
故
名
三
聚
浄
戒
也
。
六
波
羅

蜜
者
、
即
六
根
、
漢
言
達
彼
岸
。
以
六
根
清
浄
、
則
不
染
世
塵
、
即
出
煩
悩
可
（
河
）、
至
菩
提
岸
也
、
故
名
六
波
羅
蜜）
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こ
こ
で
は
、﹃
大
乗
無
生
方
便
門
﹄
と
同
様
に
、菩
薩
戒
と
菩
薩
道
の
精
神
を
示
す
﹁
三
聚
浄
戒
﹂﹁
六
波
羅
蜜
﹂
を
﹁
三
毒
﹂﹁
六
根
﹂
に
対
応
さ
せ
つ
つ
、

﹁
観
心
﹂の
方
法
を
通
じ
て
三
毒
を
除
い
て
六
根
を
浄
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
こ
れ
は
、﹁
持
三
聚
浄
戒
﹂﹁
行
六
度
菩
薩
道
﹂に
等
し
い
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
北
宗
で
は
他
の
宗
派
と
同
じ
く
在
家
信
者
に
対
し
て
菩
薩
戒
を
授
け
る
形
で
布
教
を
行
っ
た
が
、
新
た
な
解
釈
を
提
出
し
て
﹁
持
戒
﹂﹁
入
道
の
方
法
﹂

を
﹁
観
心
若
浄
﹂
に
帰
着
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
﹁
観
心
﹂
の
方
法
に
対
し
て
、﹃
観
心
論
﹄
で
は
、
前
半
部
分
で
そ
の
理
論
を
説
明
し
た
後
、
後
半
部
分
で
具
体
的
な
例
を
取
り
上
げ
て
解
釈

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
第
十
二
問
答
は
か
な
り
の
長
文
で
、﹁
修
伽
藍
﹂﹁
鋳
形
像
﹂﹁
焼
香
﹂﹁
散
花
﹂﹁
燃
長
明
灯
﹂﹁
遶
塔
行
道
﹂﹁
持
斎
﹂﹁
礼
拝
﹂
な

ど
八
項
目
に
分
け
、
北
宗
に
特
徴
的
な
﹁
心
観
釈）
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﹂
に
よ
っ
て
独
自
に
解
説
し
、
一
切
の
外
的
な
事
相
や
功
徳
を
す
べ
て
﹁
観
心
﹂
の
方
法
に
よ
っ
て
完

成
で
き
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、当
時
の
社
会
や
仏
教
界
で
表
面
化
し
て
い
た
種
々
の
弊
害
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。﹃
唐
会
要
﹄

巻
四
十
九
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

久
視
元
年
八
月
十
五
日
、
将
造
大
像
、
税
天
下
僧
尼
、
人
出
一
銭
。
内
史
狄
仁
傑
上
疏
曰
、
今
之
伽
藍
、
制
逾
宮
闕
、
功
不
使
鬼
、
必
役
於
人
。
物

不
天
来
、
終
須
地
出
、
不
損
百
姓
、
将
何
以
求
。
生
之
有
時
、
用
之
無
度
⋮
⋮
臣
每
思
惟
、
実
所
悲
痛
、
今
之
大
像
、
若
無
官
助
、
義
無
得
成
。
若

費
官
財
、
又
盡
人
力
、
一
旦
有
難
、
將
難
救
之）
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〇
八

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
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活
動
と
そ
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影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

　

久
視
元
年
、
即
ち
神
秀
入
京
の
年
に
、
武
則
天
は
大
仏
を
造
る
た
め
、
天
下
の
僧
尼
に
も
一
銭
を
納
め
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
狄
仁
傑
（
六
三
〇
―

七
〇
〇
）
は
、﹁
今
の
伽
藍
、
制
は
宮
闕
を
逾
え
、
功
は
鬼
を
使
わ
ざ
れ
ば
、
必
ず
人
を
役
す
。
物
は
天
よ
り
来
ら
ざ
れ
ば
、
終
に
須
ら
く
地
よ
り
出
づ
べ
し
。

百
姓
を
損
せ
ざ
れ
ば
、
将
に
何
を
以
っ
て
求
め
ん
と
す
る
や
﹂
と
諌
め
た
。
こ
の
上
疏
に
よ
っ
て
武
后
の
企
て
は
一
旦
中
止
さ
れ
た
が
、
同
年
九
月
、
狄

仁
傑
が
没
し
た
こ
と
よ
り
、
大
仏
の
造
営
が
再
び
発
議
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
長
安
四
年
（
七
〇
四
）
に
監
察
御
史
の
張
廷
珪
（
六
六
三
―
七
四
一
）
は
上

疏
し
て
、
次
の
よ
う
に
諌
め
て
い
る
。

長
安
四
年
十
月
九
日
敕
、
大
像
宜
於
白
司
馬
坂
造
為
定
、
仍
令
春
官
尚
書
建
安
王
攸
寧
、
充
検
校
大
像
使
。
監
察
御
史
張
廷
珪
諌
曰
、
夫
仏
者
、
以

覚
知
為
義
、
因
心
而
成
、
不
可
以
諸
相
窺
也
⋮
⋮
陛
下
信
心
帰
依
、
壮
其
塔
廟
、
広
其
尊
容
、
已
遍
於
天
下
矣
。
蓋
有
住
於
相
、
而
行
布
施
、
非
最

上
第
一
希
有
之
法
⋮
⋮
陛
下
傾
四
海
之
財
、
殚
万
人
之
力
、
窮
山
之
木
以
為
塔
、
極
冶
之
金
以
為
像
、
雖
労
則
甚
矣
、
費
則
多
矣
。
而
所
獲
福
縁
、

不
逾
於
殚
労
之
匹
夫
⋮
⋮
今
陛
下
広
樹
薰
修
、
又
置
精
舍
。
則
経
云
、
菩
薩
所
作
福
德
、
不
応
貪
著
。
蓋
有
為
之
法
、
不
足
尚
也
、
況
此
営
造
、
事

殷
土
木
⋮
⋮
又
役
鬼
不
可
、
唯
人
是
営
、
通
計
工
匠
、
率
多
貧
窶
。
朝
駆
暮
役
、
労
筋
苦
骨
、
箪
食
瓢
飲
、
晨
炊
星
飯
。
飢
渴
所
致
、
疾
疫
交
集
、

豈
仏
標
徒
行
之
義
⋮
⋮
何
必
勤
勤
於
住
相
、
彫
蒼
生
之
財
、
崇
不
急
之
務
。
臣
以
時
政
論
之
、
則
宜
先
辺
境
、
蓄
府
庫
、
養
生
力
。
以
釈
教
言
之
、

則
宜
救
苦
厄
、
滅
諸
相
、
崇
無
為
。
伏
惟
陛
下
察
臣
之
愚
、
行
仏
之
意
、
務
以
治
為
上
、
不
以
人
廃
言）
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こ
こ
で
張
廷
珪
は
、
仏
教
の
教
義
に
基
づ
い
て
、
仏
が
﹁
覚
知
﹂
の
意
味
で
あ
り
、﹁
心
﹂
の
み
に
よ
っ
て
悟
り
に
至
る
か
ら
、
一
切
の
外
的
な
事
相
と

は
関
係
が
な
い
と
説
い
て
、
単
に
有
為
の
事
相
（
建
寺
造
像
）
を
行
う
だ
け
で
功
徳
や
福
縁
を
得
る
と
す
る
説
を
却
け
、
心
（
＝
無
為
法
）
に
よ
っ
て
悟

る
こ
と
こ
そ
が
大
事
だ
と
し
て
い
る
。
張
廷
珪
が
皇
帝
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
仏
教
思
想
に
よ
っ
て
諌
め
た
の
は
、
当
時
の
両
京
仏
教
界
に
お
い
て
こ
れ

が
広
く
行
わ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
武
周
朝
以
降
、
武
后
、
中
宗
、
睿
宗
な
ど
の
貴
族
階
級
は
、
仏
教
を
擁
護
す
る
た
め
、
仏
像
や
寺
院
な
ど
の
造
営
に
極
め
て
熱
心
で
あ
っ

た）
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。
例
え
ば
、
咸
亨
三
年
（
六
七
二
）、
洛
陽
の
竜
門
石
窟
に
巨
大
な
盧
舎
那
仏
を
彫
造
し
た
こ
と
や
、
景
竜
二
年
（
七
〇
八
）、
洛
陽
の
聖
善
寺
の
拡
大

工
事
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
仏
教
の
勢
力
は
盛
ん
と
な
る
一
方
で
、
過
度
な
造
寺
の
た
め
、
多
く
の
労
働
力
や
財
力
を
浪
費
す
る
弊
害
が
甚
だ

し
く
な
っ
た
。
ま
た
、
仏
寺
の
造
営
と
と
も
に
、
仏
教
儀
礼
も
ま
す
ま
す
華
や
か
に
行
わ
れ
た
。﹃
唐
会
要
﹄
巻
四
十
九
の
﹁
燃
灯
﹂
の
条
に
よ
る
と
、
先



二
〇
九

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

天
二
年
（
七
一
三
）、
胡
僧
の
婆
陀
の
要
請
に
よ
っ
て
、
夜
、
城
門
を
開
き
、
百
千
炬
を
燃
灯
す
る
こ
と
三
日
三
晩
、
皇
帝
は
延
喜
門
に
出
て
観
灯
を
楽
し

ん
だ
と
い
う）
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こ
う
し
た
状
況
は
、
北
宗
禅
の
人
々
が
中
原
に
進
出
す
る
際
に
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
普
寂
と
弟
子
た
ち
は
、
両
京
で
布
教

す
る
に
あ
た
っ
て
、
必
ず
前
に
述
べ
た
種
々
の
弊
害
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
﹃
観
心
論
﹄
第
十
二

問
答
の
﹁
修
伽
藍
﹂﹁
鋳
形
像
﹂﹁
燃
長
明
灯
﹂
の
条
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

仏
所
説
有
無
量
方
便
、
以
一
切
衆
生
、
鈍
根
狭
劣
、
不
悟
甚
深
。
所
有
假
有
為
法
、
喩
無
為
法
。
若
不
修
内
行
、
唯
只
外
求
、
希
望
獲
福
、
無
有
是
処
。

①
言
伽
藍
者
、
西
国
梵
音
、
此
地
翻
為
清
浄
処
。
若
永
除
三
毒
、
常
浄
六
根
、
身
心
湛
然
、
内
外
清
浄
、
是
則
名
為
修
伽
藍
。
②
又
鋳
形
像
者
、
即

是
一
切
衆
生
求
仏
道
、
所
為
（
謂
）
修
諸
覚
行
、
眆
（
仿
）
像
如
来
、
豈
道
鋳
写
金
銅
之
作
也
。
是
故
求
解
脱
者
、
以
身
為
炉
、
以
法
為
火
、
智
慧

為
功
匠
。
三
聚
浄
戒
、
六
波
羅
蜜
、
以
為
畫
様
、
鎔
錬
身
中
真
如
仏
性
、
遍
入
一
切
戒
律
模
中
。
如
教
奉
行
、
以
充
缺
漏
、
自
然
成
就
、
美
容
之
像
。

所
謂
究
竟
常
住
、
微
妙
色
身
、
非
有
為
敗
壊
之
法
。
若
人
求
道
、
不
解
如
是
鋳
写
真
容
、
憑
何
輙
然
、
言
成
就
功
徳
⋮
⋮
③
又
長
明
灯
者
、
即
正
覚

心
也
。
智
慧
明
了
、
喩
之
為
灯
。
是
故
一
切
求
解
脱
者
、
常
以
身
為
灯
台
、
心
為
灯
盞
、
信
為
灯
炷
。
増
諸
戒
行
、
以
為
添
油
、
智
慧
明
達
、
喩
如

灯
火
常
燃
。
如
是
真
如
正
覚
灯
、
照
破
一
切
癡
暗
、
能
以
此
法
、
転
相
聞
（
開
）
悟
、
即
是
一
灯
燃
百
千
灯
。
以
一
灯
続
明
、
明
終
不
尽
、
以
無
尽
故
、

号
曰
長
明）
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こ
こ
で
﹃
観
心
論
﹄
の
撰
者
は
、﹁
無
為
法
﹂
が
仏
法
の
根
本
で
あ
り
、
も
し
﹁
内
行
﹂
を
重
視
し
な
け
れ
ば
、
単
に
﹁
外
﹂
の
事
相
を
追
求
す
る
の
は

何
の
益
も
な
い
と
指
摘
し
、﹁
修
伽
藍
﹂﹁
鋳
形
像
﹂﹁
燃
長
明
灯
﹂
な
ど
の
事
相
に
対
し
て
﹁
心
観
釈
﹂
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
修
行
法
を
提
起
し
、

ど
の
よ
う
に
修
行
を
行
う
べ
き
か
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
こ
の
記
述
を
見
る
と
、
こ
こ
の
主
題
で
あ
る
修
行
（
悟
り
の
獲
得
）
を
第
一
の
目
標
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
所
論
の
対
象
は
、
当
時
の
社
会
や
仏
教
界
に
お
い
て
弊
害
を
生
じ
て
い
た
種
々
な
事
相
を
取
り
上
げ
て
立
論
し
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、﹃
観
心
論
﹄
末
尾
の
結
語
に
は
、

以
此
観
之
、
乃
知
事
相
非
真
正
也
。
故
知
過
去
諸
仏
所
修
功
徳
、
皆
非
外
説
、
唯
只
論
心
。
心
是
衆
善
之
源
、
心
是
万
悪
之
主
。
涅
槃
浄
楽
、
由
自



二
一
〇

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

心
生
、
三
界
輪
廻
、
亦
従
心
起
。
心
為
出
世
之
門
戸
、
心
是
解
脱
之
関
津
。
知
門
戸
者
、
豈
慮
難
成
、
散
（
識
）
関
津
者
、
何
憂
不
達
。
竊
見
今
時

浅
識
、
唯
執
事
相
為
功
、
広
費
財
宝
、
多
損
（
捐
）
水
陸
、
妄
営
像
塔
、
虚
役
人
夫
、
積
木
疊
泥
、
図
丹
畫
像
、
傾
心
盡
力
、
損
己
迷
他
、
未
解
慚
愧
、

何
曽
覚
悟
。
見
有
為
勤
勤
執
著
、
説
於
無
相
、
兀
兀
如
迷
。
且
貪
目
下
之
小
慈
、
不
覚
当
来
之
大
苦
。
此
之
修
学
、
徒
自
疲
労
、
背
正
帰
邪
、
詐
言

獲
福
。
但
能
摂
心
内
照
、
覚
観
常
明
、
絶
三
毒
永
使
消
亡
、
閑
（
閉
）
六
賊
不
令
侵
擾
。
自
然
恆
沙
功
徳
、
種
種
荘
厳
、
無
数
法
門
、
悉
皆
成
就
。

超
凡
證
聖
、
目
擊
非
遥
、
悟
在
須
臾
、
何
煩
皓
首
。
法
門
幽
秘
、
寧
可
具
陳
、
略
而
論
心
、
詳
其
少
分）
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。

と
い
う
総
結
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
一
切
の
事
相
を
否
定
し
、
過
去
の
諸
仏
が
修
め
た
功
徳
が
、﹁
外
説
﹂
で
は
な
く
、
た
だ
、﹁
心
﹂
を
論
じ
る
の
み
で
あ

る
と
説
い
て
い
る
。﹃
観
心
論
﹄
が
述
べ
る
理
論
と
張
廷
珪
の
上
疏
の
内
容
が
よ
く
呼
応
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
北
宗
禅
が
朝
廷
と
両
京

の
仏
教
界
で
尊
ば
れ
、
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
当
時
、
張
廷
珪
が
そ
の
思
想
の
影
響
を
受
け
て
統
治
者
に
諌
め
た
と
い
う
可
能
性
は
十
分
に
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。﹃
旧
唐
書
﹄
に
は
﹁
廷
珪
素
与
陳
州
刺
史
李
邕
親
善
、
屡
上
表
薦
之
、
邕
所
撰
碑
碣
之
文
、
必
請
廷
珪
八
分
書
之）
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﹂
と
あ
り
、
張
廷
珪
は
﹃
大

照
禅
師
塔
銘
﹄
の
撰
者
、
李
邕
と
仲
が
よ
く
、
李
邕
が
撰
述
し
た
碑
文
な
ど
は
、
張
廷
珪
に
清
書
し
て
も
ら
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
張
廷
珪

は
李
邕
を
通
じ
て
こ
う
し
た
思
想
に
触
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、﹃
観
心
論
﹄
に
﹁
今
時
の
浅
識
は
、
た
だ
事
相
に
執
著
し
て
功
徳
を
な
す
の
み
﹂
と
す
る
內
容
は
張
廷
珪
の
諌
言
と
一
致
し
、
当
時
の

統
治
者
な
ど
の
貴
族
階
級
を
標
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
張
廷
珪
の
目
的
は
、
仏
教
の
教
義
に
よ
っ
て
統
治
者
を
説
得
し
、
皇
帝
に
過

度
の
崇
仏
を
止
め
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。﹃
観
心
論
﹄
の
場
合
は
、
布
教
の
た
め
現
実
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
自
ら
の
修
行
法
を
強
調
せ
ん
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
普
寂
と
弟
子
た
ち
は
、
当
時
の
社
会
や
仏
教
界
に
生
じ
て
い
た
種
々
の
弊
害
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
一
般
的
な
在
家
信
者
が
財
力
や

時
間
を
費
や
し
て
三
宝
を
供
養
し
て
仏
法
を
修
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
も
考
慮
し
て
、﹁
観
心
若
浄
﹂
の
修
行
法
を
提
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
を
総
合
す
る
と
、
北
宗
禅
は
盛
唐
期
に
最
も
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
初
期
禅
宗
の
一
派
で
、
そ
の
大
成
者
、
普
寂
は
﹁
嵩
岳
寺
﹂
と
﹁
興
唐
寺
﹂

を
中
心
に
活
躍
し
、
前
者
は
﹁
出
家
の
弟
子
﹂、
後
者
は
﹁
在
家
信
者
﹂
を
主
た
る
指
導
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
普
寂
が
嵩
岳
寺
を
自
派
の
布
教
の
拠
点
と



二
一
一

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
嵩
岳
寺
は
北
宗
禅
の
祖
庭
と
し
て
の
地
位
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。
普
寂
は
嵩
岳
寺
期
に
多
く
の
優
れ
た
弟
子
を
育
て
、
こ
れ
ら

の
弟
子
た
ち
は
印
可
を
得
た
後
、
各
地
で
布
教
活
動
を
行
い
、
北
宗
禅
を
中
原
や
江
南
に
広
め
た
だ
け
で
な
く
、
道
璿
や
志
空
に
よ
っ
て
日
本
や
朝
鮮
半

島
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
普
寂
は
、
晩
年
の
敬
愛
寺
・
興
唐
寺
期
に
は
、
主
に
﹃
大
乗
無
生
方
便
門
﹄
と
﹃
観
心
論
﹄
を
用
い
て
開
法
を
行
っ
た
が
、
こ
れ

ら
の
著
作
は
広
く
流
布
し）
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、
禅
宗
が
社
会
に
認
知
さ
れ
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
張
廷
珪
の
上
疏
に
﹃
観
心
論
﹄
の
思
想
と
一
致
す
る
も
の

が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
北
宗
禅
の
思
想
が
正
し
く
当
時
の
社
会
が
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

【
注
】

（
1
）　

小
川
隆
﹁
初
期
禅
宗
形
成
史
の
一
側
面
│
普
寂
と
﹃
嵩
山
法
門
﹄
│
﹂（﹃
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
﹄
二
〇
、一
九
八
九
年
）
三
一
〇
―
三
二
五
頁
を
参
照
。

（
2
）　
﹁
両
京
法
主
﹂
と
は
、
神
秀
と
普
寂
が
長
安
・
洛
陽
仏
教
界
の
指
導
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、﹁
三
帝
国
師
﹂
と
は
、
神
秀
で
は
武
則
天
、
中
宗
、
睿
宗
、
普
寂
で
は

中
宗
、
睿
宗
、
玄
宗
が
師
と
し
て
崇
め
た
こ
と
を
示
す
。

（
3
）　

椎
名
宏
雄
﹁
嵩
山
に
お
け
る
北
宗
禅
の
展
開
﹂（﹃
宗
学
研
究
﹄
一
〇
、一
九
六
八
）
一
八
四
―
一
八
五
頁
。

（
4
）　

洪
修
平
﹃
禅
宗
思
想
的
形
成
与
発
展
﹄、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
七
四
頁
。

（
5
）　

宇
井
伯
寿
﹃
禅
宗
史
研
究
﹄
の
﹁
北
宗
禅
の
人
々
と
教
説
﹂（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
、
二
六
九
―
三
七
五
頁
）、John R

. M
cR

ae, T
he N

orthern
 School an

d 

the F
orm

ation
 of E

arly C
h’an

 B
u

ddhism
, U

n
iversity of H

aw
aii P

ress, 1986, 

韓
伝
強
訳
﹃
北
宗
禅
与
早
期
禅
宗
的
形
成
﹄（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、

七
〇
―
七
八
頁
）
を
参
照
。

（
6
）　

田
中
良
昭
﹁
大
照
禅
師
普
寂
に
つ
い
て
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
一
六
―
一
、一
九
六
七
年
）
三
三
一
―
三
三
四
頁
を
参
照
。

（
7
）　
﹃
全
唐
文
﹄
二
六
二
。

（
８
）　

柳
田
聖
山
﹃
初
期
の
禅
史
Ⅰ
﹄、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
、
三
九
〇
頁
。

（
９
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
伊
吹
敦
﹁
東
山
法
門
の
人
々
の
伝
記
に
つ
い
て
（
上
）﹂（﹃
東
洋
学
論
叢
﹄
三
四
、二
〇
〇
九
年
）
三
一
―
三
四
頁
を
参
照
。

（
10
）　
﹃
全
唐
文
﹄
二
六
二
。

（
11
）　

B
ernard F

aure,  T
he W

ill to O
rthodoxy: A

 C
ritical G

en
ealogy of  N

orthern
 C

han
 B

u
ddhism

, Stan
ford U

n
iversity P

ress, 1997, 

蒋
海
怒
訳
﹃
正
統
性

的
意
欲
│
北
宗
禅
之
批
判
系
譜
│
﹄（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
九
七
―
一
〇
〇
頁
）
を
参
照
。



二
一
二

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

（
12
）　
﹃
旧
唐
書
﹄
一
九
一
。
も
し
こ
れ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
普
寂
は
出
家
・
受
具
し
た
後
も
正
式
な
僧
侶
と
し
て
の
資
格
が
な
か
っ
た
と
見
て
よ
い
。

（
13
）　
﹃
文
苑
英
華
﹄
六
〇
五
。

（
14
）　

伊
吹
敦
﹁
東
山
法
門
の
人
々
の
伝
記
に
つ
い
て
（
中
）﹂（﹃
東
洋
学
論
叢
﹄
三
五
、二
〇
一
〇
年
）
一
九
―
二
四
頁
を
参
照
。

（
15
）　

前
掲
﹁
嵩
山
に
お
け
る
北
宗
禅
の
展
開
﹂
一
七
三
頁
。

（
16
）　
﹃
全
唐
文
﹄
二
六
二
。

（
17
）　
﹃
全
唐
文
﹄
三
二
四
。

（
18
）　
﹃
全
唐
詩
﹄
一
三
六
。
詩
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　

秋
山
下
映
宮
、
宮
色
宜
朝
陽
、
迢
遞
在
半
嶺
、
参
差
非
一
行
。

　
　

燕
息
雲
満
門
、
出
遊
花
隠
房
、
二
尊
此
成
道
、
禅
宇
遥
相
望
。

　
　

鳳
鐸
天
中
鳴
、
岩
梯
松
下
長
、
山
墟
響
信
鼓
、
蘅
薄
生
蕙
香
。

　
　

起
滅
一
以
雪
、
往
来
亦
誠
亡
、
悲
哉
門
弟
子
、
要
自
知
心
長
。

（
19
）　
﹃
全
唐
文
﹄
二
六
三
。

（
20
）　
﹁
神
秀
、
禅
門
之
傑
、
雖
有
禅
行
、
得
帝
王
重
之
、
而
未
嘗
聚
徒
開
堂
伝
法
。
至
弟
子
普
寂
、
始
於
都
城
伝
教
、
二
十
余
年
、
人
皆
仰
之
﹂
と
あ
る
（﹃
旧
唐
書
﹄

一
九
一
）。

（
21
）　
﹃
文
苑
英
華
﹄
八
六
四
。

（
22
）　
﹁
乗
如
﹂を
普
寂
の
弟
子
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、内
田
誠
一﹁﹃
䔥
和
尚
霊
塔
銘
の
碑
文
﹄に
つ
い
て
│
王
維
・
王
縉
兄
弟
と
の
交
流
を
物
語
る
石
刻
資
料
の
復
元
│
﹂

（﹃
日
本
中
国
学
会
報
﹄
五
八
、二
〇
〇
六
年
）
三
三
―
四
七
頁
を
参
照
。
内
田
氏
は
﹃
䔥
和
尚
霊
塔
銘
﹄
と
﹃
安
国
寺
僧
残
碑
﹄
を
一
つ
の
も
の
に
復
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
見
え
な
い
乗
如
の
重
要
な
事
績
や
、
彼
が
普
寂
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

（
23
）　
﹁
有
菩
薩
僧
菩
提
達
摩
禅
師
伝
楞
伽
法
、
八
世
至
東
京
聖
善
寺
宏
正
禅
師
、
今
北
宗
是
也
﹂
と
あ
る
（﹃
全
唐
文
﹄
三
二
〇
）。

（
24
）　
﹁
公
之
門
徒
万
人
、
升
堂
者
六
十
有
三
、
得
自
在
慧
者
一
、
曰
宏
正
。
正
公
之
廊
廡
、
龍
象
又
倍
焉
、
或
化
嵩
洛
、
或
之
荊
呉
、
自
是
心
教
之
被
於
世
也
﹂
と
あ
る
（﹃
文

苑
英
華
﹄
八
六
四
）。

（
25
）　

田
中
良
昭
﹃
敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究
﹄、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
五
五
五
頁
。



二
一
三

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

（
26
）　

伊
吹
敦
﹁﹃
大
乗
五
方
便
﹄
の
成
立
と
展
開
﹂（﹃
東
洋
学
論
叢
﹄
三
七
、二
〇
一
二
年
）
一
―
六
二
頁
を
参
照
。

（
27
）　

広
徳
と
宏
正
を
同
一
人
と
す
る
説
に
つ
い
て
は
、
伊
吹
敦
﹁
神
秀
の
受
戒
を
め
ぐ
っ
て
﹂（﹃
禅
文
化
研
究
所
紀
要
﹄
三
一
、二
〇
一
一
年
）
六
三
―
六
七
頁
を
参
照
。

（
28
）　
﹃
全
唐
文
﹄
三
七
〇
。

（
29
）　
﹃
全
唐
文
﹄
三
一
六
。

（
30
）　
﹃
全
唐
文
﹄
三
二
〇
。

（
31
）　
﹃
伝
教
大
師
全
集
﹄
第
二
、
天
台
宗
宗
典
刊
行
会
、
一
九
一
二
年
、
五
二
五
頁
。

（
32
）　

伊
吹
敦
﹁
道
璿
は
本
当
に
華
厳
の
祖
師
だ
っ
た
か
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
六
〇
―
一
、二
〇
一
一
年
）、﹁
道
璿
は
天
台
教
学
に
詳
し
か
っ
た
か
﹂（﹃
印
度
学
仏
教

学
研
究
﹄
六
〇
―
二
、二
〇
一
三
年
）、﹁
初
期
禅
宗
と
日
本
仏
教
│
大
安
寺
道
璿
の
活
動
と
そ
の
影
響
│
﹂（﹃
東
洋
学
論
叢
﹄
三
八
、二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。

（
33
）　
﹃
全
唐
文
﹄
七
一
八
。

（
34
）　
﹃
全
唐
文
﹄
四
四
一
。

（
35
）　
﹃
金
石
補
正
﹄
六
六
。

（
36
）　

伊
吹
敦
﹁
北
宗
に
お
け
る
禅
律
一
致
思
想
の
形
成
﹂（﹃
東
洋
学
研
究
﹄
四
七
、二
〇
一
〇
年
）、
中
国
語
訳
（
通
然
訳
）﹁
北
宗
禅
律
一
致
思
想
的
形
成
﹂（﹃
佛
学
研
究
﹄

二
七
、二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

（
37
）　

こ
の
二
資
料
の
引
用
は
、
前
掲
﹁﹃
䔥
和
尚
霊
塔
銘
の
碑
文
﹄
に
つ
い
て

│
王
維
・
王
縉
兄
弟
と
の
交
流
を
物
語
る
石
刻
資
料
の
復
元

│
﹂
に
よ
る
（
四
三
―

四
四
頁
）。

（
38
）　
﹃
金
石
萃
編
﹄
九
四
。

（
39
）　
﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
、七
三
二
頁
下
。

（
40
）　
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
は
、﹁
因
入
嵩
少
遇
寂
師
禅
会
、
豁
如
開
悟
﹂
と
あ
る
（﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
、七
六
五
頁
中
）。

（
41
）　
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
は
﹁
受
具
已
遊
嵩
少
、
遇
普
寂
奨
訓
、
頓
開
蒙
昧
﹂
と
あ
る
（﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
、七
七
一
頁
中
）。

（
42
）　
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
は
﹁
造
嵩
山
禅
会
、
便
起
発
心
要
﹂
と
あ
る
（﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
、七
七
一
頁
上
）。

（
43
）　
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
は
﹁
初
遊
方
詣
嵩
山
、
普
寂
盛
行
禅
法
、
瓉
往
従
焉
、
然
則
黙
証
寂
之
心
契
﹂
と
あ
る
（﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
、八
三
四
頁
上
）。

（
44
）　
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
霊
著
が
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
四
十
歳
の
時
に
﹁
精
毘
尼
道
、
兼
講
涅
槃
⋮
⋮
晚
歳
請
問
大
照
禅
師
、
領
悟
宗
風
、
守
志
弥
篤
﹂
と
あ



二
一
四

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

る
こ
と
か
ら
、
霊
著
は
、
ほ
ぼ
七
三
〇
年
か
ら
七
三
九
年
の
間
に
、
普
寂
の
晩
年
に
そ
の
下
で
学
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
（﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
、七
六
一
頁
中
）。

（
45
）　
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
は
﹁
得
度
後
遊
伊
洛
間
、
見
普
寂
禅
師
開
暢
禅
法
、
寂
始
見
提
誘
、
尋
徹
鈎
深
﹂
と
あ
る
（﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
、七
七
一
頁
中
）。

（
46
）　
﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
、七
三
三
頁
下
。

（
47
）　

法
玩
の
塔
銘
に
﹁
年
十
八
学
道
於
大
照
大
師
、
世
受
具
戒
、
報
年
七
十
六
、
僧
夏
五
十
七
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
玩
が
開
元
二
十
二
年
（
七
三
四
）
二
十
歳
の
時
に

普
寂
の
も
と
で
出
家
・
受
具
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（﹃
金
石
補
正
﹄
六
六
）。

（
48
）　
﹃
宋
高
僧
伝
﹄
に
よ
れ
ば
、
石
蔵
が
開
元
十
年
（
七
二
二
年
）、
八
歳
の
時
に
開
元
寺
で
出
家
し
、
受
具
後
、﹁
剋
願
礼
嵩
山
寂
禅
師
、
豁
悟
禅
法
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

仮
に
二
十
歳
で
受
具
し
た
と
す
れ
ば
、
石
蔵
は
普
寂
の
入
寂
す
る
二
年
ほ
ど
前
に
そ
の
弟
子
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（﹃
大
正
蔵
﹄
五
〇
、七
七
一
頁
中
）。

（
49
）　

普
寂
の
塔
銘
に
言
う
﹁
勝
縁
﹂﹁
慧
遠
﹂﹁
崇
泰
﹂﹁
曇
慶
﹂、
法
雲
の
塔
銘
に
言
う
﹁
絢
律
師
﹂、﹃
景
徳
伝
灯
録
﹄
に
言
う
﹁
澄
禅
師
﹂、﹃
禅
門
経
﹄
序
の
作
者
、﹁
慧
光
﹂

は
前
掲
﹃
禅
宗
史
研
究
﹄（
二
九
九
―
三
一
一
頁
）
を
、﹁
勝
縁
﹂﹁
慧
遠
﹂﹁
崇
泰
﹂﹁
曇
慶
﹂
は
、
葛
兆
光
﹃
増
訂
中
国
禅
思
想
史

│
従
六
世
紀
到
十
世
紀

│
﹄（
上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
二
一
三
―
二
一
四
頁
）
を
参
照
。

（
50
）　
﹃
全
唐
文
﹄
二
六
二
。

（
51
）　

伊
吹
敦
﹁
大
乗
五
方
便
﹂
の
諸
本
に
つ
い
て
│
文
献
の
変
遷
に
見
る
北
宗
思
想
の
展
開
│
﹂（﹃
南
都
仏
教
﹄
六
五
、一
九
九
一
年
）、﹁﹃
観
心
論
﹄
と
﹃
修
心
要
論
﹄

の
成
立
と
そ
の
影
響
﹂（﹃
禅
学
研
究
﹄
九
四
、二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（
52
）　

鈴
木
大
拙
﹃
禅
思
想
史
研
究
第
三
﹄、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
一
六
八
頁
。

（
53
）　

前
揭
﹃
初
期
の
禅
史
Ⅰ
﹄、
一
八
六
頁
。

（
54
）　

三
種
の
﹁
授
菩
薩
戒
儀
﹂
の
内
容
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
﹃
敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究
﹄、
四
六
二
―
四
六
七
頁
を
参
照
。

（
55
）　

田
中
良
昭
﹃
敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究
第
二
﹄
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〇
九
頁
。

（
56
）　

こ
の
﹁
心
観
釈
﹂
と
い
う
用
語
は
、
天
台
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）
が
言
う
﹁
観
心
釈
﹂
を
区
別
す
る
た
め
、
伊
吹
敦
氏
が
北
宗
禅
の
独
自
の
注
釈
法
を
説
明
す
る

た
め
に
使
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
論
で
も
こ
れ
を
採
用
し
た
。

（
57
）　
﹃
唐
会
要
﹄
四
九
、﹁
像
﹂
の
条
。

（
58
）　

同
上
。

（
59
）　

鎌
田
茂
雄
﹃
中
国
仏
教
史
﹄
第
五
巻
﹁
唐
の
中
興
と
仏
教
﹂（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
四
年
、）
八
四
―
一
〇
〇
頁
を
参
照
。



二
一
五

北
宗
禅
と
唐
代
社
会
―
―
普
寂
の
活
動
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
し
て
―
―
（
通
然
）

（
60
）　
﹃
唐
会
要
﹄
四
九
、﹁
燃
灯
﹂
の
条
。

（
61
）　

前
掲
﹃
敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究
第
二
﹄、
一
一
三
―
一
一
六
頁
。

（
62
）　

前
掲
﹃
敦
煌
禅
宗
文
献
の
研
究
第
二
﹄、
一
二
二
―
一
二
三
頁
。

（
63
）　
﹃
旧
唐
書
﹄
一
〇
一
。

（
64
）　
﹃
大
乗
無
生
方
便
門
﹄
と
﹃
観
心
論
﹄
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
本
が
極
め
て
多
く
、
特
に
﹃
観
心
論
﹄
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
や
朝
鮮
半
島
な
ど
広
い
範
囲
で
流
布

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁﹃
観
心
論
﹄
の
諸
本
に
つ
い
て
﹂（﹃
印
度
学
仏
教
学
研
究
﹄
六
六
―
一
、二
〇
一
七
年
）、﹁
日
本

所
伝
﹃
破
相
論
﹄（
観
心
論
）
の
諸
本
に
つ
い
て
│
新
出
金
沢
文
庫
残
欠
本
を
中
心
に
│
﹂（﹃
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
﹄
一
六
、二
〇
一
八
年
）、﹁
新
出
金
沢
文
庫
残
欠
本
﹃
破

相
論
﹄
の
本
文
紹
介
、
な
ら
び
に
、
日
本
・
朝
鮮
所
伝
﹃
観
心
論
﹄（
破
相
論
）
諸
本
対
校
﹂（﹃
国
際
禅
研
究
﹄
創
刊
号
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
。

＊
本
稿
は
﹁
漢
伝
仏
教
寺
院
与
亜
州
社
会
生
活
空
間
国
際
学
術
研
討
会
﹂（
二
〇
一
八
年
六
月
三
〇
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
蓮
山
雙
林
寺
）
に
お
け
る
発
表
原
稿
を
増
訂
し
た
日

本
語
版
で
あ
る
。

＊
本
研
究
は
、
二
〇
一
七
年
度
国
家
社
会
科
学
基
金
重
大
項
目
﹁
漢
伝
仏
教
僧
衆
社
会
生
活
史
﹂（17ZD

A
233

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




